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働き方と仕事







第一回



豊かさを感じるとき 豊かさとは

様々なメンバーと価値観が共有されるとき
プロジェクト等が成功した時の達成感 多様な立場の人たちとの協働

問題意識・価値・目標の共有されるとき 対話により多くの「ひっかかり」を持ち、コミュニケーションの中でさまざまな立
場の人と問題意識や価値を共有し、社会を良くするために協業するプロセス

外からの刺激・感覚による新たな発見
コミュニケーションによる
仕事の価値や多様性の向上

新しい価値や感動を生み出すことのできる、仕事という価値創出プロセスの柔軟性
と多様性の度合いの大きさ

達成感
失敗・成功などの共有 選択できる自由

達成感
相手からの信頼
自らの成長

心身の健康を保ちながら、意義を感じ、周囲の人との関係の中でいきいきと能力を
発揮できること

達成感と充実感
その後の会食

自由と多様性
変化と新鮮味

新たな出会い（一期一会）
自分が他人に影響を与えているとき
チームとして動いているとき

多様性の容認と共感
多様性と自己欲求の達成

働き方や仕事が「豊か」とはどういうことか



豊かさを感じるとき 豊かさとは

サバティカルに近い形で別の仕事につくことを
会社が認めてくれた時 既定路線だけでなく、その時点での自由な働き方ができること

地方の仕事で、ゆったりとした時間の中で心の
余裕がある時 地方の仕事なので、非日常のゆったりとした時間の中で過ごす時間

都心から地方で環境が変わることでの気づき 双方の環境の良さ
都市・地方、どの場所でも同じように仕事ができること、それを選択できる自由

リフレッシュによるアイデアの広がり
フランクで密なコミュニケーション
（ワーケーション時において）

自分の働き方を自由に選べる環境
自分も含めた社会の多様性に触れること、それを創り出すこと

価値観の衝突から新しいものが生み出されると
き

様々な経験 自分がありたい姿に対して、働くことが貢献している状態

環境や対人の中で自分が変わっていくことを感
じているとき

自分が揺さぶられるような体験
世界の役に立っているという意義

働き方や仕事が「豊か」とはどういうことか



働き方や仕事が「豊か」とはどういうことか

達成感・自らの成長

共感・共有

多様性

自由な時間と場所

新たな出会い



第二回





豊かさの要素・要件 背景・要因 阻害するコト・モノ

コンテンツ・コンテクスト・ストーリー
（こころで感じる豊かさ）
五感で感じるもの 空間・設え・素材
（身体で感じる豊かさ）

共感や承認
目的達成や成長
自由
ゆとり

対立状態
目標設定がない
提案できない、選択肢がない
時間拘束
居心地が悪い、常に同じ場所

人間の関係性と多面性

多くの才能に触れ、その才能と一つものを作り上
げる充実感（多様な人材の集積、ネットワークが
都市の豊かさ）
限られたメンバーとの濃厚なコミュニケーション
による信頼と安心感（濃密な人間関係を生み出す
地方の豊かさ）

どちらも関係する人々とのコ
ミュニケーションや空間・時
間を共有することが前提（リ
モートでも可だが、何か充た
されない感覚）

共感・共有
達成感 自らの役割が求められていること

組織人としての制約
（個人として意思決定範囲の
制約）

興味を持ったことをやり、経験できること パラレルに仕事を行えるとき ブルシットジョブ

他者からの共感・承認 自分の取り組む仕事・役割の意義を広い視野や時
間軸に立って納得感が得られること 想像力の欠如

時間や場所に縛られないで働くこと
自分のリズムで働くこと

感覚、現場感の共有

豊かさの要件、阻害するコト



第三回





世界中どこにいても仕事をすることができるし、どこに住んでいて、その周りの世界中の誰とでも仕事ができるよ
うになる
今まで仕事を一緒にしていなかった人との出会いが生じ、本当の意味での人類の英知が結集するようなことが起き
る

仕事をしながら、学んだり、副業したり、子育てしたり、介護したり、地域活動をしたり、趣味の活動ができる

都市部というより沿岸部や山間部が新たな生活拠点となる生活を持ち、時間・場所の使い方が自由になるストレス
の感じることのない暮らし

最適な場所や最適な時間の使い方の中で個人の力を最大に発揮できる働き方

仕事と学びと余暇の境界が曖昧となって、自分と社会の関係が多様化する

必ずしも金銭価値だけを目的としない多様な目的のため、会社とか所属によらないで自由に集い・働いて何かを成
し遂げる

会社に属しながら副業や起業して、自分の能力と成果で評価される時代になる

本業・副業、組織・個人、現住地とそれ以外、いろんな意味でパラレルな働き方・暮らし方

豊かさの基準が多様化する中で、クリエイティブな社会へ変化していく

企業人としての活動（大きな経済、大きなベクトル、大きなエリア）、個人としての活動（小さな経済、小さない
くつかのベクトル、近隣）をパラレルに日常の中に融合していく。（あるいは目標を重ね合わせる、折り合いをつ
けていく）

人生100年時代の働き方



着目する都市・インフラ

駅前広場、公園、空き店舗（空き家）、道路、路地
空間
椅子
自然
※事例：根津にあるアイソメという地域サロン

ヒトと情報が集まるところに、リアルとバーチャルの共存による相乗効果を期待したい
商業的価値の高い一等地を、新たな価値創造のために開放して、質の高い成熟社会を目指し
たい
駅まちデザイン検討会にて都市アセットという概念で境界を越えた議論がされている 小さ
な事例で具現化ができないか

特定目的に特化したスペース
（例えばオフィス）

人生形成やキャリア形成支援もワークスペースの役割になるなど
新しい仕事をつくったり、出あったりする場所

コワーキングスペース みんなと働く、今まで働いたことのない人と交流
ワーケーション

多言語対応・他民族の習慣への対応（サービス・
ICT）

生活拠点利用の経済的負荷の軽減化。
都市部というより沿岸部や山間部の生活拠点化。
ストレスのない通信能力

空き家や学校、公共施設 人生のステージ間の移行、パラレルな暮らしを支援する役割

交通インフラ（特にマストラ）

ストレスのない通信インフラ 場所と時間を選ばないで働くための必須項目

着目する都市・インフラ
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